










要約

睡眠時体位と SIDS の関連が指摘されているが、その生理学的内儀を検討した研究は少な

い。Respiratory inductance pneumography (RIP 法)を用い、仰臥位及び腹臥位が、閉塞

呼吸パターンの指標である TCD/VT にどのような影響をもたらしているか検討した。全身

麻酔下で鼠径ヘルニア手術を受けた健康乳児(年齢 2-6 力月) 20 例に麻酔後回復室に入室

後 RIP 法のバンドを取り付けた後、交互に仰臥位または腹臥位とし、各児 30 分間の安静

睡眠時間中の連続記録を行った。記録中に覚醒したり覚醒時体動を呈した症倒では、再度

の入眠を待ってから記録を続けたが、安静睡眠状態 30 分間の記録の取れない症例は解析

から除外した。仰臥位群 6例、腹臥位群 5例の合計 11 例で満足のいく記録が収集できた。

両群での体重、平均呼吸数、心拍数、そして TCD/VT 値には有意差は見られなかった。今

回調べた短時間の麻酔後睡眠時検査では、健康な乳児では、睡眠体位が呼吸の安定性に与

える影饗は少ないことが示唆された。今後は、更に長時間、そして自然な状態での睡眠時

の記録収集を試みる予定である。


